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大阪大学大学院医学系研究科 小児科学

北畠 康司 教授 特別講演会

「染色体を、切る、減らす、眠らせる
-iPS細胞とゲノム編集による自由自在なダウン症研究－」

北大小児科主催（第179回特別集談会）

① 第１部 17:30～ 学内向け講演会 第３講堂

② 第２部 18:30～ 北大小児科特別集談会 第４講堂 + Zoom

医療の進歩はダウン症候群の平均寿命を劇的に改善しました。
しかし乳児期を乗り越えたダウン症者がその後どのように暮らし
どのような医療を必要とするのかについてはほとんど知られていません。
本講演では、生殖医療の普及とともに注目を集めるダウン症候群に
ついて、あまり知られていないそのライフコースを概説するとともに、
最新の技術を用いた病態研究と治療法開発について、あまり研究に
なじみのない方にも分かりやすく紹介したいと思います。

「だれもが知っているダウン症候群
だれも知らない大切な話」

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～

どちらも、興味のある方はお気軽にご参加下さい！

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～

連絡先：小児科医局 Tel 011-706-5954

こちらのZoomミーティングにご登録の上、お入り下さい→
PC用ULRご希望の方は下記アドレスまでご連絡ください↓

e-mail：secretary-ped@med.hokudai.ac.jp  

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～
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